
平成22年度財団法人琵琶湖・淀川水質保全機構水質保全研究助成
                    成果報告会 開催のご案内

日時 平成23年3月11日（金） 午前10時0分～午後３時頃
場所  大阪府立女性総合センター（ドーンセンター）　5階　特別会議室

１．開会あいさつ　10:00～10:03
　西村　安裕(財団法人琵琶湖・淀川水質保全機構　理事兼事務局長）

２．発表　10:05～14:40

NO 時間 研究テーマ 団体及び発表者(案） 研究テーマ分野

7

2

3

1

京都大学農学部
農学研究科
小杉賢一朗　准教授

(2) 難分解性有機
物の特性把握とリ
スク評価に関する

研究

(2) 難分解性有機
物の特性把握とリ
スク評価に関する

研究

4

(1) 地球温暖化に
伴う水道原水水質
問題に関する研究

9

10

滋賀県立大学環境科学部
須戸幹　教授

淀川流域における生活起源微量有害化学物質
および病原性微生物の挙動と負荷量削減のた
めの流域管理に関する研究

11:25～
11:45

琵琶湖における日用品由来医薬品（PPCPs）
の原単位法に基づく流入負荷量と琵琶湖から
の流出負荷量

11:45～
12:05

淀川下流域における水生生物保全にかかる水
質および底質の総合評価

5

11

12:05～13:00休憩

大阪市立環境科学研究所
新矢将尚　研究主任

京都大学大学院工学研究科
都市環境工学専攻
西村文武　准教授

京都大学地球環境学堂
越後信哉　准教授

京都大学大学院工学研究科附属流
域圏総合環境質研究センター
中田典秀　助教

滋賀県立大学環境科学部
橋本尚己　大学院生

6

8

(4) 琵琶湖・淀川
流域における大気
降下物の水質に及

ぼす影響

11:05～
11:25

10:05～
10:25

季節変化を考慮した琵琶湖南湖水中難分解性
有機物の特性把握と生態毒性評価

龍谷大学理工学部
環境ソリューション工学科
岸本直之　教授

10:25～
10:45

10:45～
11:05

14:20～
14:40

琵琶湖集水域に降下する大気汚染物質の琵琶
湖水質への影響評価
―過去・現在・未来―

琵琶湖・淀川流域の水質・底質中の微量有害
汚染物質の挙動、削減手法等に関する研究

13:40～
14:00

人為由来化学物質の変換過程を考慮した統合
型流域管理手法の構築

13:20～
13:40

13:00～
13:20

14:00～
14:20

(3) 琵琶湖・淀川
流域の水質・底質
中の微量有害汚染
物質の挙動、削減
手法等に関する研

究

(3) 琵琶湖・淀川
流域の水質・底質
中の微量有害汚染
物質の挙動、削減
手法等に関する研

究

琵琶湖に溶存する難分解性溶存有機物の蛍光ス
ペクトル解析および超高分解能質量分析による
特性把握と起源の推定

兵庫県立大学環境人間学部
杉山裕子　准教授

地球温暖化に伴う水道原水水質問題に関する
研究（地球温暖化に伴う森林流域流出水の硝
酸態窒素濃度の変動予測）

淀川流域におけるレチノイン酸受容体アンタゴ
ニスト汚染の実態解明

大阪大学大学院工学研究科
環境・エネルギー工学専攻
井上大介　特任研究員

湖沼難分解性有機物の生分解に及ぼす共存物
質の効果

京都大学大学院工学研究科附属流
域圏総合環境質研究センター
日下部武敏　特定研究員

※ プログラムは変更になる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

３．閉会あいさつ　14:40～14:43
　西村　安裕(財団法人琵琶湖・淀川水質保全機構　理事兼事務局長）

下記の通り（財）琵琶湖・淀川水質保全機構水質保全研究助成成果報告会を開催いたします。
なお、参加申込の受付は終了致しました。



●車でお越しの方
・ドーンセンター立体駐車場：１時間400円（普通車専用・収容台数92台）
　 ※制限：車高1.55m・車幅1.80m 
・阪神高速道路大阪線「法円坂」出口を出てすぐの交差点を左折。上町筋を北へ約５分。

財団法人　琵琶湖・淀川水質保全機構　調査研究部（担当：今井）

＜ドーンセンター案内図＞

●電車でお越しの方
・京阪「天満橋」駅下車。東口方面の改札から地下通路を通って１番出口より東へ約350m。 
・地下鉄谷町線「天満橋」駅下車。１番出口より東へ約350m。 
・JR東西線「大阪城北詰」駅下車。２番出口より土佐堀通り沿いに西へ約550m。

〒540-6591大阪市中央区大手前1-7-31　OMMビル13F　　電話:06-6920-3035　　FAX:06-6920-3036
Email:hozenkiko@byq.or.jp

＜お問い合わせ＞


